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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 本論文は、鋼の凝固において、チルによりブリッジングを意図的に生成させることにより、小型

鋳物でもマクロ偏析を解析できることを、一般鋼試料による実験、数値解析による圧力分布解析、

水モデルによるその場観察実験の多方面から明らかにすると共に、デンドライト形態と温度変化を

応用して等軸晶化及びマクロ組織低減の指針を示したもので、物質プロセス工学上寄与するところ

が大きい。よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 


